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訪
米
は
成
功

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
同
盟
」
で
高
ま
る
米
国
の

期
待
、「
か
つ
て
は
豪
、
い
ま
は
日
本
」（
４

月
11
日
の
毎
日
新
聞
）。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
、

岸
田
首
相
は
「
日
米
同
盟
は
前
例
の
な
い
高

み
に
達
し
た
」
と
位
置
づ
け
る
。
４
月
10
日

の
日
米
首
脳
会
談
、
国
賓
待
遇
で
の
訪
米
は

大
成
功
だ
っ
た
。
岸
田
首
相
の
連
邦
議
会
で

の
演
説
で
は
、
15
回
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
議
員
総
立
ち
。
岸
田
首
相
は

「
米
国
は
自
由
と
民
主
主
義
を
守
っ
て
き
た
。

し
か
し
、米
国
は
独
り
で
は
な
い
」
と
語
り
、

大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。
両
首
脳
は
国
内
に

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
頼
り
が
い

の
あ
る
同
盟
国
を
演
出
し
て
み
せ
た
。
大
統

領
専
用
車
の
中
で
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
岸

田
首
相
の
満
面
の
笑
み
が
首
脳
会
談
の
成
功

を
象
徴
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
麻

生
太
郎
自
民
党
副
総
裁
が
４
月
22
日
か
ら
訪

米
し
、
４
月
23
日
に
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
と

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
で
会
談
し
た
。

　

も
し
ト
ラ

0

0

0

0

に
備
え
た
の
だ
。

　

岸
田
首
相
は
帰
国
後
、
相
変
わ
ら
ず
裏
金

問
題
の
解
決
に
難
渋
し
て
い
る
。

　
「
世
の
中
の　

人
と
た
ば
こ
の　

よ
し
あ

し
は　

煙
と
な
り
て　

後
に
こ
そ
知
れ
」（
栗

杖
亭
鬼
卵
）
で
あ
る
が
、
岸
田
首
相
へ
の
評

価
は
ど
う
か
。

　

４
月
23
日
に
は
岸
田
首
相
の
在
職
日
数
は

９
３
３
日
と
な
り
橋
本
龍
太
郎
を
超
え
８
位

に
な
っ
た
。
岸
田
内
閣
は
裏
金
問
題
、
議
員

の
不
祥
事
続
出
に
苦
し
み
、
政
権
運
営
は
山

中
の
崖
っ
ぷ
ち
を
行
く
感
が
あ
る
。
訪
米
へ

の
評
価
は
高
く
、内
閣
支
持
率
は
微
増
だ
が
、

６
月
の
衆
院
解
散
、
９
月
の
自
民
党
総
裁
選

再
選
の
体
力
が
あ
る
か
。

　

岸
田
首
相
の
最
側
近
の
木
原
誠
二
自
民
党

幹
事
長
代
理
も
４
月
25
日
に
「
今
、
自
民
党

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
。
政
権
交
代
が
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
危
機
感
を
吐
露

し
て
い
る
。
衆
院
の
早
期
解
散
は
非
常
に
難

し
そ
う
だ
。

　
内
閣
支
持
率
は
微
増
だ
が

　

裏
金
問
題
で
の
岸
田
内
閣
へ
の
逆
風
は
ま

こ
と
に
強
烈
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
（
４
月
８
日
）
で

は
、内
閣
支
持
率
23
％
（
２
ポ
イ
ン
ト
下
落
）、

不
支
持
率
58
％
（
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
）。
政

党
支
持
率
は
、
自
民
党
28
・
４
％
、
立
憲
民

主
党
６・５
％
、
維
新
の
会
４・７
％
。

過
半
数
が
政
権
交
代
を
期
待

～
有
権
者
は
お
灸
を
据
え
る
か
？
～

Ⅲ

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

　

自
民
党
幹
事
長
経
験
者
は
「
自
民
党
は
お

坊
ち
ゃ
ん
、
お
嬢
さ
ん
の
政
党
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
噴
出
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
や
習
近
平
の
相
手

を
で
き
な
い
」
と
慨
嘆
す
る
。

　

時
事
通
信
社
（
４
月
11
日
）
で
は
、
内
閣

支
持
率
16
・
６
％
（
１・４
ポ
イ
ン
ト
下
落
）、

政
権
発
足
以
来
の
最
低
を
更
新
。
安
倍
派
、

二
階
派
幹
部
を
処
分
し
て
も
支
持
率
は
回
復

し
な
か
っ
た
。
内
閣
不
支
持
率
59・４
％
（
２

ポ
イ
ン
ト
増
加
）。

　

政
党
支
持
率
は
、
自
民
党
支
持
率
が
15
・

３
％
（
２・４
ポ
イ
ン
ト
下
落
）、
立
憲
民
主

党
３・８
％
、
公
明
党
３・６
％
、
維
新
の
会

３・５
％
。
支
持
政
党
無
し
は
66・９
％
（
２・

１
ポ
イ
ン
ト
増
加
）
で
、
２
０
１
２
年
の
政

権
復
帰
以
降
の
最
高
。

　

訪
米
後
、
内
閣
支
持
率
は
微
増
す
る
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
（
４
月
15
日
）
で
は
、
内
閣

支
持
率
26
・
３
％
（
５・４
ポ
イ
ン
ト
増
加
）、

不
支
持
率
51
・
７
％
（
９・
４
ポ
イ
ン
ト
下

落
）。
岸
田
首
相
の
外
交
姿
勢
を
評
価
す
る

もしトラに備えたのだ
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有
権
者
に
は
、
裏
金
問
題
で
、
自
民
党
に

お
灸
を
据
え
た
い
気
分
が
う
か
が
え
る
。

　

読
売
新
聞
（
４
月
21
日
）
で
は
、
内
閣
支

持
率
25
％（
25
％
）、不
支
持
率
66
％（
62
％
）。

政
党
支
持
率
で
は
、
自
民
党
支
持
率
24
％

（
23
％
）、
立
憲
民
主
党
５
％
（
８
％
）、
維

新
の
会
４
％
（
５
％
）、
無
党
派
層
51
％
。

　

次
期
衆
院
選
比
例
区
の
投
票
先
で
は
、
自

民
党
26
％
、
維
新
の
会
10
％
、
立
憲
民
主
党

10
％
、
決
め
て
い
な
い
24
％
。

　

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
（
４
月
22
日
）

で
は
、
内
閣
支
持
率
26
・
９
％
（
３・
７
ポ

イ
ン
ト
増
加
）、
不
支
持
率
67
・
７
％
（
４
・

１
ポ
イ
ン
ト
下
落
）。

　

次
期
衆
院
選
後
の
政
権
に
つ
い
て
は
、
政

権
交
代
を
期
待
52
・
８
％
、
自
民
党
中
心
の

政
権
の
継
続
を
期
待
40
・
１
％
。

　

岸
田
首
相
に
い
つ
ま
で
続
け
て
ほ
し
い

か
？
で
は
、
９
月
の
自
民
党
総
裁
の
任
期
ま

で
43
・
２
％
、
国
会
が
終
わ
る
予
定
の
６
月

頃
ま
で
25
％
、
す
ぐ
に
交
代
し
て
ほ
し
い

20
・
７
％
、
９
月
以
降
も
続
け
て
ほ
し
い
８
・

２
％
。

　

ポ
ス
ト
岸
田
の
首
相
に
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ

し
い
の
は
石
破
茂
17
・
７
％
、
小
泉
進
次
郎

14
・
１
％
、
上
川
陽
子
７・
９
％
、
河
野
太

郎
７・７
％
、
高
市
早
苗
５・９
％
。

　

朝
日
新
聞
（
４
月
22
日
）
で
は
、
内
閣
支

持
率
26
％（
22
％
）、不
支
持
率
62
％（
67
％
）。

今
後
の
望
ま
し
い
政
権
で
は
、
自
民
党
以
外

に
よ
る
政
権
48
％
、
自
民
党
を
中
心
と
し
た

政
権
39
％
。

　
腰
重
い
自
民
　
首
相
と
ズ
レ

　

終
戦
直
後
の
昭
和
20
年
８
月
に
首
相
に

な
っ
た
東
久
邇
宮
稔
彦
王
は
、「
私
は
軍
、官
、

民
の
国
民
全
体
が
徹
底
的
に
反
省
し
懺
悔
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
民
総
懺
悔
す
る

こ
と
が
わ
が
国
再
建
の
第
一
歩
で
あ
り
、
わ

が
国
団
結
の
第
一
歩
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と

一
億
総
懺
悔
を
唱
え
た
。
自
民
党
も
ま
ず
は

総
懺
悔
す
べ
き
だ
が
、
政
府
与
党
の
認
識
は

甘
い
。

　

自
民
党
の
渡
海
政
調
会
長
は
４
月
20
日

に
「
政
治
の
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
も
の

は
作
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
も
言
及
し
、
公

職
選
挙
法
に
規
定
さ
れ
た
「
連
座
制
」
と
同

様
の
制
度
は
作
れ
な
い
と
明
言
し
た
。
政
策

活
動
費
の
見
直
し
に
も
慎
重
だ
。
置
か
れ
た

立
場
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。「
腰
重
い
自
民　

首
相
と
ズ
レ
」（
産
経
新
聞
、
４
月
24
日
）。

　

公
明
党
は
政
治
資
金
規
正
法
改
正
推
進
の

姿
勢
で
あ
る
。

　

岸
田
首
相
は
４
月
22
日
に
は
、
旧
文
通
費

の
使
途
公
開
に
つ
い
て「
結
論
を
出
し
た
い
」

と
語
っ
た
。
自
民
党
は
政
策
活
動
費
や
企
業

団
体
献
金
と
と
も
に
今
国
会
中
の
見
直
し
を

先
送
り
す
る
方
針
を
固
め
て
い
た
が
、
他
党

か
ら
の
反
発
を
受
け
、
一
転
し
た
形
だ
。
結

局
、
自
民
党
は
４
月
23
日
に
政
治
資
金
規
正

法
改
正
な
ど
の
政
治
改
革
案
を
ま
と
め
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は

①
政
治
資
金
収
支
報
告
書
提
出
時
に
議
員
の

確
認
書
添
付
を
義
務
付
け
る
。

②
収
支
報
告
書
に
不
記
載
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
条
件
付
き
で
議
員
失
職
す
る
。

③
不
記
載
が
あ
っ
た
際
、
相
当
額
を
国
庫
に

返
納
す
る
。

④
政
治
団
体
の
外
部
監
査
に
収
入
も
含
め

る
。

⑤
収
支
報
告
書
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を

義
務
化
す
る
。

⑥
政
策
活
動
費
、
外
国
人
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購

入
、
旧
文
通
費
に
関
し
て
は
具
体
策
を
示
さ

ず
。

　

岸
田
首
相
は
決
断
が
遅
す
ぎ
る
。
こ
の
改

革
案
は
ツ
ー
レ
イ
ト
、
ツ
ー
ス
モ
ー
ル
で
あ

る
。
軍
師
が
い
な
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
等
で
、
む
き

出
し
の
暴
力
が
横
行
し
て
い
る
。
政
治
の
大

テ
ー
マ
は
外
交
、
安
全
保
障
な
ど
の
他
に
も

少
子
化
対
策
な
ど
山
積
し
て
い
る
。
政
府
与

党
は
政
治
改
革
を
早
急
に
実
現
し
、
本
来
の

任
務
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

54
％
、
外
交
姿
勢
を
評
価
し
な
い
34
％
。

　

共
同
通
信
（
４
月
15
日 

）
で
は
、
内
閣

支
持
率
23
％
（
３・７
ポ
イ
ン
ト
増
加
）、
内

閣
不
支
持
率
62
・
１
％
（
２・
３
ポ
イ
ン
ト

下
落
）。
首
相
不
処
分
に
納
得
せ
ず
78・４
％
、

納
得
で
き
る
17
・
５
％
。
政
党
支
持
率
は
、

自
民
党
25
・
１
％
（
24
・
５
％
）、
立
憲
民

主
党
10
・
９
％
（
10
・
１
％
）、
日
本
維
新

の
会
８・１
％
。

　

次
期
衆
院
選
の
望
ま
し
い
結
果
と
し
て

は
、
与
党
と
野
党
の
勢
力
が
伯
仲
す
る
50
・

５
％
、
与
党
と
野
党
が
逆
転
す
る
23
・
８
％
、

与
党
が
野
党
を
上
回
る
17
・
７
％
。
政
権
交

代
し
て
ほ
し
い
62
％
。

　

毎
日
新
聞
（
４
月
21
日
）
で
は
、
内
閣
支

持
率
22
％
（
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
）、
不
支
持

率
74
％
（
77
％
）。

　
「
次
期
衆
院
選
で
政
権
交
代
を
し
て
ほ
し

い
か
」
で
は
、政
権
交
代
し
て
ほ
し
い
62
％
、

政
権
交
代
し
て
ほ
し
く
な
い
24
％
、
わ
か
ら

な
い
13
％
。

　

公
明
党
支
持
層
で
も
、「
政
権
交
代
し
て

ほ
し
い
」
は
３
割
あ
っ
た
。

　

裏
金
問
題
で
岸
田
首
相
が
自
民
党
の
処
分

の
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
は
、
納
得
で
き
な

い
70
％
、
納
得
で
き
る
18
％
。

　

裏
金
問
題
で
派
閥
幹
部
ら
を
証
人
喚
問
す

べ
き
だ
80
％
。


